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に対応する程度の賠償請求権をもたしめることを提唱する。従来から 2 、 3 人の学者により疫学的方
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法が論じられたことはあるが、それを立証段階にもちこんだのは論者ただ 1 人である(第二部)。
さらに、論者の労作は判例の周到かっ級密な収集、分析、検討にみられる。審級のいかんをとうこ
となく大審院以来の全裁判例を一面において、違法性、過失、差止などの理論的角度から整理し(第
三部)、他面において、大気汚染・水質汚濁・騒音・振動・日照・採光・通風・眺望妨害という公害類型
別に分類し、それぞれの特徴をほりさげ、検討し、最後に公害紛争に関連する周辺的問題として、工
事注文者と請負人の責任賃貸借と公害、所轄行政庁の民事責任などを考察している(第四部)。 ここ
までの整理、しかも理論別、類型別、取り扱いには多大の労力を要するものであり、同学の研究者と
しては今後でてくる判例を論者の整理に挿入してゆくだけでこと足り、学界に貢献するところ大であ
るといわねばならない。
以上、理論構成上未熟な点については論者による今後の研究を期待することができるし、現段階に
おいても、未開拓の分野である公害関係において主として実体法的な私法原理と実際とを総合的に考
察し、法学的・社会的寄与を所期し、独創性に富んだもので、審査の結論として、本論文は、論者に
法学博士の学位を授与するのに十分な価値をもつものと認める。
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